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別表 1 実験 1（アメリカ対イラン）における各群の回答者特性 
 

 
注）実験刺激は年齢と性別により層化割り当てを⾏った。保守・リベラルの割合は０から 10 の
スケール上における⾃⼰申告スコアにより算出した。タカ派は、国際紛争を解決するために軍事
⾏動が最も適したあるいはしばしば必要な⼿段だと回答した⼈とした。政治知識は、複数の国か
ら国連安保理常任理事国を正しく選ぶことができるか否かにより計測した（正答は中国）。 
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別表 2 実験 2（ロシア対イラン）における各群の回答者特性 
 

 
注）実験刺激は年齢と性別により層化割り当てを⾏った。保守・リベラルの割合は０から 10 の
スケール上における⾃⼰申告スコアにより算出した。タカ派は、国際紛争を解決するために軍事
⾏動が最も適したあるいはしばしば必要な⼿段だと回答した⼈とした。政治知識は、複数の国か
ら国連安保理常任理事国を正しく選ぶことができるか否かにより計測した（正答は中国）。 
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別表 3 実験 3 における各群の回答者特性 
 

 
注）実験刺激は年齢と性別により層化割り当てを⾏った。保守・リベラルの割合は０から 10 の
スケール上における⾃⼰申告スコアにより算出した。タカ派は、国際紛争を解決するために軍事
⾏動が最も適したあるいはしばしば必要な⼿段だと回答した⼈とした。政治知識は、複数の国か
ら国連安保理常任理事国を正しく選ぶことができるか否かにより計測した（正答は中国）。 


